
 

 

経 営 導 入 演 習 

担当者： 池田享誉 

テーマ： 有価証券報告書の読み方および財務情報の使い方を学ぶ 

【授業の方法】 講義 連絡先・オフィスアワー： 最初の授業で伝えます。 

【到達目標】 

有価証券報告書を読めるようになることおよび財務情報を利用して企業の安全性と収益性について評価と分析ができるように

なること。 

【演習概要】 

会計学基礎論では、財務諸表（貸借対照表と損益計算書）を作る力を身につけてもらったが、本演習では、財務諸表（貸借対

照表と損益計算書）を使う力を獲得してもらう。3 回という限られた回数なので、自由に使いこなすところまでは難しいと思われ

るが、財務諸表を中心とした財務情報を使う感覚を体験してもらいたいと思います。 

  具体的には、実際の企業の有価証券報告書を使って、有価証券報告書の構成の理解、中心情報である貸借対照表と損益計算書

の理解、それら財務情報の使い方を学びます。 

 

 

【進め方】 

第１回：有価証券報告書の構成の説明 

第 2 回：安全性分析 

第 3 回：収益性分析 

 

 

 

【テキスト・参考文献】 教員作成レジュメ 

【評価基準・方法】 

毎回提出してもらう授業ノートを 20 点満点で評価します。 

 

 

 

【実務経歴】 

該当なし 

 

 


